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日
本
描
鋼
業
。
成
立
と
原
料
問
題

第
七
十
三
春

E且
f、

停
凹
披

J、

日
本
銀
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
題

一
、
錨
鋼
業
の
成
立
と
々
の
一
思
議

三
、
原
料
問
題

I

且
期
錨
鋼
業
主
内
地
錨
鏡
石
町
結
合
(
以
土
本
鵠
)

E
外
地
問
鍛
右
依
存
態
勢
白
確
立

E

石
長
、
及
び
銑
錨
事
情

一
ニ
、
総
括

は
し
が
き

J 

日
木
傍
鋼
業
の
生
活
史
は
士
た
日
本
査
本
主
義
の
宝
生
活
史
で
も
あ
る
ロ

そ
れ
は
日
木
資
本
主
義
の
あ
ら
ゆ
る
特
質
を
具
現
し
、
叉
包
容
し
て
い
る
。

だ
か
ら
ζ
の
盟
宮
な
生
活
史
を
鋳
鋼
業
の
す
ベ
て
の
分
野
に
つ
い
て
、

も
れ
な
く
記
述
す
る
こ
と
は
と
て
も
お
土
び
も
つ
か
な
い
こ
と
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
で
鍛
鋼
業
の
生
活
史
を
原
糾
問
題
と
の
関
連
に
お
い

難小

波野

郎郎

平

太

て
考
察
す
る
と
と
に
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
売
す
燭
渦
業
擁
立
の
メ
山
グ
マ

ー
ル
を
八
幡
製
餓
所
成
立
に
お
き
と
の
温
曜
に
お
け
も
ん
原
料
問
題
の
推
移

を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
ロ

銀
鋼
業
の
成
立
と
そ
の
意
義

幕
末
日
木
の
封
建
償
制
は
瀕
援
す
る
農
民
一
授
と
押
し
ょ
せ
る
肱
米
資

本
主
義
図
の
底
力
と
に
よ
っ
て
政
治
的
危
機
に
在
国
し
て
い
だ
。
こ
の
危

機
に
直
回
し
た
封
建
的
支
配
者
が
た
に
も
の
に
も
在
し
て
必
要
と
感
じ
た

の
目
軍
事
力
の
確
保
で
あ
っ
た
。
ぞ
れ
放
に
幕
末
に
お
け
る
軍
事
工
業
は

封
建
支
配
者
の
主
連
の
下
に
諸
産
業
の
水
準
を
温
か
に
凌
賀
し
て
い
た
。

川
こ
の
堕
力
の
政
拍
的
制
市
の
み
な
ら
ず
、
総
神
的
契
機
、
必
強
調

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
全
世
帳
約
の
前
年
一
八
五
七

年
に
お
け
る
恐
怖
は
、
そ
れ
主
で
の
恐
慌
と
到
な
可
非
常
に
普
遍
的

で
あ
り
世
界
史
上
は
じ
め
て
世
界
恐
慌
と
し
て
の
明
白
な
特
徴
を
も



っ
た
恐
慌
で
あ
っ
た
黙
で
あ
る
。
ハ
ヴ
ァ
ル
ガ
世
界
恐
慌
臭
事
一
巻

事
ニ
部
邦
課
二
一
頁
)
諸
外
国
に
主
る
開
閉
へ
の
保
迫
に
担
け
る
か

か
る
契
機
は
課
税
す
べ
き
で
は
な
い
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
亦
一
八
四
七

年
以
後
の
恐
慌
の
質
的
醇
化
を
指
摘
L
て
い
る
。
ハ
資
本
論
第
三
巻

長
谷
部
課
日
分
清
三

O
九
頁
註
)
更
に
改
枇
的
書
締
結
の
一
入
六
六

年
は
ま
た
第
二
回
目
内
陸
界
恐
慌
の
年
で
あ
る
こ
止
も
指
摘
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
そ

L
て
こ
の
司
と
き
以
後
、
世
界
市
場
の
形
成
は
益
々
促

迭
さ
れ
同
時
に
カ
ル
テ
ル
・
ト
フ
ス

T
の
戸
大
な
行
進
が
謹
展
す
る

の
で
あ
る
。
〔
エ
ル
ぱ
グ
ル
ス
・
同
上
)

開
小
山
弘
健
氏
は
と
の
と
と
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
n

氏
の
研
究

に
ま
れ
ば
、
幕
末
に
お
け
る
本
梓
的
な
揮
倍
・
軍
事
・
分
業
制
手
エ

業
〔
マ
Z

ユ

y
ァ
ク
チ
ュ
ア
〉
の
成
立
位
、
水
車
の
設
置
と
反
射
胞

築
撞
と
を
技
術
的
措
程
ー
と
し
て
嘉
永
安
政
車
問
(
一
八
四
八
王
丸
U

陀
見

b
れ
る
が
、
こ
れ
は
文
久
三
年
以
後
の
薩
英
戦
争
や
下
闘
砲
撃

事
件
に
よ
り
、
そ
れ
を
翼
槽
と
し
て
外
国
よ
り
の
輸
入
楓
械
・
技
術

の
採
用
に
よ
る
丈
A
・
一
万
世
・
皮
臆
年
代
一
ハ
一
八
六
一
六
七
年
)

の
機
械
採
用
競
午
、
と
時
化
L
、
ζ

内
部
門
に
闘
す
る
限
り
(
そ
の

園
際
比
較
に
お
い
て
未
だ
大
き
い
較
差
を
右
し
た
に
せ
よ
)
既
に
折

代
的
極
械
制
工
業
へ
の
勝
行
、
そ
の
成
立
展
開
を
現
一
市
し
ヲ
ワ
あ
っ

た
と
既
定
し
う
る
ハ
日
本
軍
事
工
業
史
第
二
章
〕
と
さ
れ
て
い
る
、

こ
の
こ
と
は
亦
山
田
盛
大
郎
氏
に
よ
ワ
て
指
摘
さ
れ
た
造
兵
・
製
艦

軍
事
用
機
械
の
職
入
・
控
置
が
紡
績
機
械
の
職
入
に
先
立
ヲ
て
行
わ

日
本
錨
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
題

(
山
田
虚
大
郎
「
目
本

れ
た
唱
と
い
う
事
態
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
む

資
本
主
義
分
析
」
七
宝
瓦
)

わ
か
岡
山
崎
入
機
械
の
暗
矢
は
ベ
ル
リ
燕
航
三
年
拙
悼
の
幕
府
直
皆
長
峠

錨
錨
間
ハ
談
、
長
崎
製
蹴
所
)
の
オ
フ
ン
グ
工
作
棋
械
輸
入
ハ
安
政

三
年
一
八
五
六
年
)
に
は
じ
ま
る
。
(
山
田
・
前
掲
書
七
王
頁
・
小

山
前
掲
書
囚
四
頁
)

と
こ
ろ
で
、
幕
末
の
政
治
的
危
機
の
一
醸
の
克
服
者
と

L
て
あ
ら
わ
れ

た
明
治
維
新
政
凧

V
、
一
方
そ
れ
が
地
位
王
義
政
権
と
し
て
封
建
的
搾
取

と
専
制
を
維
持
す
る
か
ぎ
り
他
方
ま
た
そ
れ
が
幕
末
日
本
の
置
か
れ
て
レ

た
ヰ
植
民
地
的
附
位
を
解
決
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
一
一
重
の
意
味
に
お
い

て
軍
事
力
の
確
供
を
曽
田
第
一
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

軍
事
力
の
確
保
は
首
然
近
代
的
軍
事
工
業
の
確
立
ぎ
必
要
と
す
る
。
か
く

て
軍
事
工
業
の
創
設
と
確
保
は
産
業
育
成
と
共
に
、
否
そ
れ
以
上
に
明
治

政
府
に
と
っ
て
焦
眉
の
問
題
で
あ
っ
た
。

と
己
ろ
が
、
こ
の
焦
眉
の
問
問
問
た
る
近
代
的
軍
事
工
業
の
確
立
と
産
業i

の
育
成
を
、
明
治
政
府
は
二
つ
の
大
き
な
制
約
の
も
と
に
議
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
介
。
そ
の
制
約
の
第
-
は
、
首
時
の
日
本
の
園
際
的
地
位

の
そ
の
ま
ま
の
反
映
で
あ
る
か
の
和
親
傑
約
(
一
八
五
回

1
五
五
)
に
引

っ
づ
く
安
政
傑
約
ハ
一
八
王
八
〕
む
不
履
行
を
理
由
と
し
、
直
接
的
に
は

長
州
の
第
二
国
外
船
伺
撃
ハ
一
八
六
回
)
の
賠
償
支
掛
延
期
目
代
償
と
し

て
締
結
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
改
琉
約
書
」
に
よ
る
片
務
的
協
定
関
税
率

(
屈
留
地
の
般
大
設
置
・
治
丹
法
橋
・
最
恵
国
約
款
を
合
む
υ
で
あ
り
、

第
七
十
三
谷

四
九

プU

第
四
時
踊



百
本
錨
鋼
業
。
成
立
と
原
料
問
題

第
二
は
、
同
じ
く
白
木
の
官
時
の
-
般
産
業
に
お
け
る
マ
ニ
ユ
段
階
に
哨

謹
せ
ざ
る
茸
積
水
準
H

生
産
・
技
術
水
準
の
低
位
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
れ

第
-
の
黙
に
つ
い
て
い
え
ば
、
安
政
五
年
(
一
八
五
八
)
英
、
米
、
例
、

露
、
蘭
の
五
ケ
閣
と
結
ん
だ
修
好
通
商
傑
約
の
附
勝
貿
易
章
程
で
は
、
聡

ス
税
率
は
最
高
士
一
割
五
分
、
最
低
五
分
、
特
に
記
載
な
き
も
の
は
弘
信
二

割
、
と
定
め
ら
れ
、
且
つ
下
回
、
画
館
の
外
、
肺
奈
川
、
長
崎
.
新
調
向
、

兵
庫
の
開
港
を
約
し
た
が
、
首
時
幕
府
は
康
夷
論
に
お
さ
れ
て
開
港
の
約

を岡市
L
え
す
、
且
前
記
せ
る
第
二
回
の
長
川
の
外
耐
砲
撃
に
よ
る
宴
大
な

る
償
金
ハ
三
百
高
ド
ル
)
支
挽
延
期
の
代
償
と

L
て
、
慶
底
二
年
三
八

宍
六
〕
米
、
英
、
伸
、
閣
と
結
ん
だ
改
積
約
者
に
お
い
て
は
、
続
出
入
口
聞

の
総
て
に
ワ
い
て
す
べ
て
従
恒
一
立
分
の
低
率
を
基
践
と
L
た
従
量
税
・
従

債
読
を
承
認
せ
ざ
る
を
え
な
〈
な
っ
た
。
し
か
も
、
従
債
五
分
と
い
っ
て

も
け
恥
入
品
は
職
出
潜
に
お
け
る
市
債
を
標
準
と
し
て
課
税
さ
れ
た
こ
と

と
、
伺
常
時
外
園
の
商
視
に
過
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
総
入
品

の
申
告
は
総
出
港
に
お
け
る
質
際
市
債
よ
り
低
か
っ
た
こ
と
、
及
び
品
開
改

算
時
期
を
定
め
な
か
っ
十
た
め
そ
の
後
の
物
償
騰
貴
に
よ
り
、
従
量
税
は

「
賓
際
上
従
債
了
分
に
も
法
性
ざ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
一
育
う
有
様
]

に
な
り
、
そ
の
上
さ
ら
に
明
治
二
年
に
い
た
る
ま
で
の
聞
に
締
結
芦
れ
た

ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ダ
D
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ヂ
ン
マ
1
グ
、
メ
イ
ス
、
ロ
シ

7
、
ス
エ

1
ず
シ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
へ
イ

y
、
北
ド
イ
ゥ
関
税
同
盟
、

方、
l

ス
ト
り
ア
等
と
の
傑
約
志
改
積
約
書
に
な
ら
っ
た
か
ら
、
財
政
と
の

損
失
は
も
と
よ
り
、
圏
内
産
業
の
臨
時
謹
を
甚
だ
し
く
阻
害
す
る
も
の
と
し

事
七
十
三
巻

第
四
拡

五
O 

四
O 

て
、
こ
の
協
定
税
率
の
拘
束
は
き
わ
め
て
い
ち
は
る
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
も
こ
の
税
率
が
以
後
傑
約
改
正
泊
三

O
年
町
長
き
に
わ
立
っ
て
つ
つ

く
の
で
あ
る
。
則
ち
我
園
は
既
に
狗
占
段
階
に
ス
り
つ
つ
あ
わ
た
先
遁
資

本
主
義
閣
と
何
ら
の
絞
街
地
帯
も
な
く
直
結
し
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
の
貼
に
つ
い
て
い
え
ば
、
前
述
の
ど
と
〈
、
日
本
の
軍
事
工
業
は
、

幕
末
文
久
年
代
に
は
す
で
に
祈
代
的
機
械
制
工
業
へ
の
移
行
、
そ
の
成
立
、

艮
聞
を
現
示
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
す
で
に
産
業
革
命
を
経
描
、
濁

占
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
肱
米
資
本
主
義
国
の
そ
れ
と
伴
、
そ
の
技

術
白
羽
模
に
お
い
て
格
段
の
差
が
あ
っ
た

h
tし
て
わ
が
閣
の
-
般
の

歪
菜
の
愛
展
段
階
は
上
記
せ
司
令
如
く
、
営
時
な
お
「
殻
密
な
意
味
に
お
け

る
マ
二
ユ
フ
ァ
グ
テ
ュ
ア
]
段
階
」
に
も
謹
L
て
が
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
政
府
の
産
業
挺
附

1保
護
育
成
は
、
既
存
の
産
業
技
術
を
育
成
寸

る
よ
り
も
、
む
し
ろ
先
近
資
一
本
主
義
国
の
到
達
し
て
い
る
生
産
技
術
水
準

を
園
内
に
聡
入
、
設
置
す
る
、
と
い
う
手
迂
な
方
法
を
と
ろ
う
と
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
↓
般
的
な
産
業
蛍
展
段
階
の
差
異
は
同
時
に
務
働
力
の
質

的
な
差
異
を
仲
'
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
か
か
る
職
入
装
置
に
と
っ
て
も

か
な
り
の
障
害
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ω
わ
が
園
絶
封
主
義
形
成
の
特
買
を
規
定
す
る
毛
メ
シ
ト
及
び
そ
。

活
躍
に
づ
い
て
は
井
土
法
「
日
本
現
代
見
」
(
い
明
拍
維
新
)
参
照
。

向
山
田
前
掲
菩
五
頁
。

同
開
堀
江
英
一
「
日
本
の
マ
一
一
ュ
フ
ア
グ
チ
ュ
ア
問
題
L

参
照
。
こ
の

献
に
闘
す
る
多
く
り
論
一
争
が
あ
る
が
、

ζ

こ
で
は
鯛
れ
旧
。
前
記
井



L
L
清
氏
も
堀
江
訴
を
と
円

J

て
を

b
れ
る
。
前
掲
空
間
同
七
買
。

川
明
東
亜
経
済
調
査
局
「
我
園
の
関
税
」
〔
日
本
産
業
大
系
山
谷
川
牧
)

丸
八
頁
。
街
、
低
枇
串
の
外
に
税
関
日
々
の
事
務
に
附
す
る
諾
規
則

撃
も
谷
間
公
伎
の
承
詩
を
符
ざ
る
以
上
は
一
も
施
一
訂
す
る
乙
と
が
出

車
た
い
と
い
ふ
有
様
で
あ
円

J

た
。
(
山
本
茂
「
般
的
改

E
見
」
一
八

宍
頁
)
そ
の
上
保
的
不
庖
行
者
に
封

L
て
弘
治
外
法
権
に
よ
っ
て
こ

れ
を
庭
断

L
え
ず
、
と
れ

b
に
封

L
て
は
営
局
者
も
、
大
い
に
悲
憤

依
慨
し
て
い
る
。
例
え
ば
松
方
主
穀
「
理
財
稗
蹟
」
(
明
治
前
期
尉

政
経
済
見
料
集
成
部
一
特
、
第
二
海
附
枯
立
部
)
参
照
。
た
だ
し
こ

わ

b
皆
局
の
保
護
主
義
の
王
張
と
、
自
由
民
粧
運
動
に
み
ら
れ
る
保

護
士
山
援
と
は
質
的
に
異
口
る
。
と
の
貼
に
つ
い
て
は
霞
且
皐
研
究
一

四
三
世
所
載
の
波
山
茂
樹
氏
の
前
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

間
仙
川
件
法
縮
、
氏
留
地
位
明
治
三
ニ
ヰ
撤
底
。
外
国
軍
障
の
駐
官
は

一
八
六
一
一
一
ハ
丈
久
こ
年

U
l
一
八
七
五
年
〔
明
治
八
年

U
ま
で
行
わ

れ
た
。
貿
易
は
陪
ん
ど
帳
的
改
正
ま
で
外
商
が
掌
蝿
し
℃
い
た
。
取

扱
質
油
相
比
車
は
衣
の
如
〈
で
あ
る
。

E!トI7

出

一

輸

入

一

商
ト
明
|
担
川
判
片
門
川
一
一
一

九
九
・
五
一

0
・
王

-v一
九
九
・
九
七
一

0
・
0
一-一一

八
一
・
ハ
一
一
八
ふ
一
七

0
・
八
一
一
一
丸

車詰
タ卜

日
本
錨
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
題

一
明
拍
一
三
一
二
六
ニ
よ
一
一
一
一
七
・
二
六

0
・
六
一
一
一
一
九
占
一

明
治
一
一
一
四
一
七
五
・
二
一
二
回
・
一
八
一
六
三
・

0
一
三
七
・

0
一

耳

目

四

一

ぽ

川

崎

-

但

凶

戸

大

民

喧

・

1
一

倍
考

明
治
三
三
年
迄
は
貿
易
年
表
に
上
る
=
一
四
年
目
後
の
寂
宇
は
紳
戸

税
闘
が
神
戸
貿
易
に
つ
い
て
調
査
せ
る
も
の
。
日
本
鰐
肉
親
計
糟

磁
(
朝
日
新
聞
社
)
に
よ
る
。

肯
官
時
の
貿
易
構
誼
は
原
料
・
食
料
職
向
日
目
製
品
輸
入
の
裂
を
ー
と
づ

て
い
る
と
と
も
後
撞
段
階
の
現
れ
と
共
に
開
問
自
主
植
の
喪
失
に
よ

る
所
が
大
き
か
っ
た
。
製
品
輪
出
円
割
合
が
金
斡
聞
の
三

O
何
裏
に

と
る
の
は
怖
く
明
治
三
ヒ
年
ハ
一
九

O
四
u
以
降
で
あ
る
。

同
判
例
え
ば
官
時
に
h

掛
け
る
わ
が
聞
の
代
表
的
大
工
場
で
あ
る
長
崎
製

錨
所
を
ド
イ
ツ
の
グ
ル
ッ
プ
鱒
鋼
工
場
正
比
較
す
る
左
次
の
如
〈
で

あ
る
。

1

1

嗣
一
腕
円

E
E
E
E均
面
倒
」

グ
ル
ヅ
ザ
調
関
川
直
区
一
戸
阿
川
長
軍

団
川
明
弓
ト
l
r
p
ト
ー
ー
に
「
fl

備
考
一
八
六
二
年
十
月
、
エ
ソ
セ
ン
商
業
官
議
所
年
度
報
告
、
一
二
菱

長
崎
造
船
所
民
事
医
よ

U
小
山
弘
健
氏
が
作
成
さ
れ
た
も
の
。
背

長
崎
心
労
働
力
致
は
惟
定
数
。
(
品
目
地
誓
五

O
頁
よ
り
引
用
)

以
上
む
よ
う
な
図
際
的
園
内
的
制
約
の
も
と
に
あ
っ
た
明
治
政
府
涼
司

第
七
十
一
一
一
審

主三

囚

第
四
就



日
本
錨
鋼
業
の
成
立
と
康
科
問
題

二
閣
の
資
木
に
向
っ
て
、
他
閣
の
資
本
と
釘
抗
し
う
る
よ
う
に
と
、
そ

の
手
に
武
器
を
授
り
ろ
」
と
い
わ
れ
る
保
護
関
続
制
皮
〔
そ
れ
は
同
時
に

日
収
の
一
基
礎
で
あ
る
)

h

ゲ
一
利
用
し
え
ず
、

r
fッ
、
ア
メ
リ
カ
等
の
後

建
資
本
主
義
闘
が
、
田
昌
畏
し
て
〈
る
マ
ニ
ュ
フ
ア
グ
チ
ュ
ア
1
更
忙
謹
ん

で
機
械
工
業
の
ヒ
に
立
っ
て
保
護
閥
砥
を
設
定
L
、
者
伎
を
推
進
し
た
め

に
比
ベ
て
、
著
し
い
不
刺
の
も
と
に
自
国
の
産
業
育
成
を
は
か
ら
h
ば
ら

な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
も
、
日
本
の
殖
産
興
業
政
策
は
、
直
接
政
府
の

財
政
支
出
じ
よ
る
官
管
形
態
を
と
る
可
能
性
が
大
き
か
っ
た
が
、
主

L
て

軍
事
士
業
は
絶
叫
副
主
義
の
軍
事
的
調
裁
の
意
味
か
ら
も
そ
の
必
然
性
が
充

分
で
あ
っ
た
。

い
ま
主
な
も
の
を
年
代
順
に
み
る
と
、

慶
臆
四
年
積
須
賀
、
横
説
明
雨
製
織
所
官
没
、
ハ
明
治
三
年
工
部
省
五

年
海
軍
省
所
管
と
な
る
。
)
関
口
製
造
所
官
没
三
一
一
年
東

京
砲
兵
工
阪
と
な
る
)
。
長
崎
製
館
所
官
段
、
ハ
明
治
問
主

主
部
省
所
管
、
長
崎
造
船
所
と
な
る
u
。
石
川
島
法
府
所
官

回
目
円
七
年
海
軍
造
丘
〈
所
に
合
併
U

A
E真
司
設
立
。
ハ
一
二
年
大
阪
造
冥
工
附
酬
と
な
る
U

釜
石
鎖
山
を
官
捌
場
と
す
る
。
(
一
六
午
二
月
停
止
)
。
海

軍
兵
器
製
造
所
、
築
地
に
設
立
。
(
一
二
月
海
軍
温
兵
所

主
改
む
U

問
所
に
グ
ル
ツ
プ
式
地
塙
製
鋼
士
場
竣
成
洋
式
製
鋼
の

明

治

三

年

H

七

年

" 
}
王
年

第
七
十
三
者

豆E

四

第
同
強

十J
れ
げ
レ
ギ
h
h
J
。

大
阪
砲
呉
工
廠
欧
州
よ
り
銅
銅
砲
陸
搾
機
械
総
ス
。

兵
庫
詣
船
局
、
ィ
ギ
り
λ
よ
り
儲
舶
製
造
機
械
防
人
。

(
釜
石
鉱
山
田
中
型
織
所
成
立
、
東
京
製
鋼
賀
川
設
立
υ

海
軍
、
横
須
賀
造
豆
腐
に
シ

1
メ
ン
ス
辺
製
鋼
櫨
を
設
〈
。

大
限
砲
兵
主
一
些

5
0厄
製
鋼
憧
出
配
置
(
陸
軍
製
鋼
事
業

の
は
じ
ま
り
)
。

こ
の
よ
ろ
な
軍
事
諸
工
場
の
官
役
、
創
出
、
外
闘
機
ほ
の
隣
人
、
お
よ

び
こ
こ
に
は
特
に
か
か
げ
な
い
が
、
こ
礼
ら
諸
工
場
に
担
け
る
外
人
按
師

の
居
人
れ
等
は
、
き
き
に
の
ベ
た
よ
う
な
特
殊
な
制
約
の
も
と
に
あ
っ
士

明
治
結
陛
王
制
白
、
軍
事
力
確
保

1
軍
事
正
業
育
成
政
策
の
具
値
的
な
あ

ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。

mw

マ
ル

-
F
一
ン
全
集
ハ
政
遺
枇
版
)
耕
三
缶
六
回
九
頁
u

選
集
門
大

月
評
厄
阪
U

二
巻
一
ニ
七
八
頁

川
凶
普
活
封
建
枇
脅
か
ら
近
代
資
本
主
議
社
合
へ
の
推
特
措
程
に
あ
っ

て
は
、
植
民
制
度
、
近
代
租
税
制
度
、
国
債
制
度
、
保
護
制
度
専
が

そ
の
常
時
を
朋
長
す
る
た
め
に
綜
合
的
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

わ
が
閣
は
さ
し
あ
た
り
植
民
制
度
を
利
用
出
来
な
か
っ
た
ば

μ
り
で

な
く
、
保
護
制
度
の
一
つ
で
あ
る
保
誌
関
税
制
度
を
も
利
用
し
え
ず
、

租
税
制
民
に
お
い
ζ

も
さ
し
あ
た
り
地
租
の
み
に
た
よ
る
外
に
手
が

な
か
っ
た
。
乙
の
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
ア
メ
り
カ
の
如
き
は
一

七
八
九
年
の
定
法
制
定
以
来
一
八
六

O
年
に
到
る
ま
で
金
租
柿
牧
入

" 
一
七
年

一
八
年

二

O
年

二
三
年

" " " 



の
九

O
パ

T
K
ン
ト
以
上
を
闘
柏
に
仰
い
だ
の
で
あ
り
淵
謹
で
も
一

九
O
七
年
ま
で
は
閥
耽
は
租
柏
恥
入
の
半
ば
M
ょ
を
し
め
て
い
た
の

で
あ
る
ω

(

直
永
祐
治
「
財
政
肱
入
と
し
て
の
閥
柏
」
・
経
湾
時
報

三
容
八
世
)

ゆ
「
日
本
錨
銅
且
」
明
治
篤
及
び
岡
崎
・
輯
西
・
倉
持
者
「
日
本
資

本
主
義
登
謹
且
年
表
」
に
上
る
。

川
向
製
織
業
K
布
い
て
外
人
技
師
の
直
接
指
導
に
主
っ
て
技
術
的
較
差

そ
補
ほ
ん
と
し
た
例
は
早
〈
は
幕
末
の
先
記
、
長
崎
鋒
蝿
所
〔
一
八

守
ム

C
、
横
須
賀
製
錨
所
、
積
損
製
錨
所
ハ
共
に
鹿
臆
一
耳
年
・
一
八

犬
五
)
等
に
み

b
れ
る
、
維
新
後
も
か
か
る
技
師
揖
導
は
引
可
一
づ
き

行
わ
作
る
が
箆
越
す
る
八
崎
製
蹴
所
(
明
泊
二
四
年
・
一
九
O
一
υ

円
本
鋼
管
(
大
正
二
年
・
一
九
一
二
一
)
に
辛
み

b
れ
る
と
と
は
注
意

さ
れ
て
よ
い
。

し
か
し
、

ζ
の
よ
う
な
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
政
府
は
徐
々
に

軍
事
力
の
草
橋
に
成
功
し
た
。
た
と
え
ば
均
す
、
け
小
銃
兵
器
ほ
、
一
一
一
一

年
式
村
田
安
表
銃
の
制
定
を
記
黙
と
L
、
一
八
年
式
村
田
宮
兵
銃
の
制
定

に
よ
っ
て
「
野
職
軍
の
友
情
初
め
て
一
定
し
、
務
-
な
る
軍
隊
を
編
成
す

る
」
に
至
り
、
そ
の
製
油
を
捲
首
し
た
東
京
砲
兵
一
ム
廠
に
お
い
て
は
、
「
詩

器
械
ノ
据
付
ヶ
職
工
等
縦
熟
以
テ
激
高
挺
ノ
製
出
ヲ
惇
」
る
事
が
出
来
士
。

件
火
砲
兵
器
は
、
明
治
二
草
枯
官
接
砲
制
式
の
研
究
を
開
始
し
、
一
六
年

伊
図
式
七
種
野
、
山
砲
、
二
一
極
却
設
、
一
千
五
垣
間
砲
等
の
青
銅
製
火
砲

の
採
用
を
決
定
、
-
九
年
末
記
に
は
、
全
国
野
戦
砲
兵
殴
に
共
支
給
を
柊

日
本
錨
鋼
業
の
成
貫
主
原
料
問
題

っ
た
。
こ
れ
ら
火
砲
生
蓋
を
捨
首
し
た
大
阪
砲
兵
ヱ
慨
は
、
一
一
一
二
年
始
め

t
一一

0
0厄
製
鋼
櫨
を
設
村
、
一
一
阿
年
に
は
之
を
六

O
O砲
に
改
築

L

手
ぞ
れ
に
封
臨
し
た
。
同
海
軍
兵
器
は
、
明
治
一
四
年
溶
軍
誼
呉
服
に
製

鋼
、
鍛
工
二
工
場
を
創
設
、
-
六

t
八
年
に
位
自
製
鋼
に
よ
る
鋼
砲
創

製
、
一
九
年
に
は
自
製
鋼
柏
の
侵
徹
試
験
を
寅
施
、
一
一

O
年
熔
銅
埠
を
改

造、

==1五
年
に
は
重
四
七
粍
ホ
ッ
チ
キ
ス
速
射
砲
二
門
の
鋼
材
鋳

造
・
鍛
錬
に
成
功
。
同
艦
艇
割
、
遣
を
摺
官
し
た
横
須
賀
工
廠
に
お
い
て
は
、

明
治
一
八
年
九
月
儲
及
び
鋼
製
造
箪
業
研
賓
の
た
め
磁
工
を
ド
イ
ツ
、
グ

ル
ヅ
フ
社
忙
液
泣
(
後
に
ク
ル

1
ゾ

1
祉
に
聯
ず
)
一
一
一
一
一
年
八
月
鋳
鋼
熔

解
協
二
組
を
倒
グ
ル
1
ゾ

1
祉
よ
り
購
入
に
決
し
、
こ
こ
に
仰
園
式
の
重

油
を
燃
料
と
す
る
ジ

1
メ

γ
ス
型
の
製
鋼
盤
が
建
設
さ
れ
、
一
一
五
年
こ
札

に
よ
り
本
邦
製
錆
鋼
材
を
用
い
た
最
初
の
も
の
と
し
て
軍
艦
秋
禅
洲
の
主

汽
機
汽
世
間
査
全
部
を
製
出
し
た
。
同
種
々
の
兵
器
の
素
材
と
な
る
銑
鎖
辻
、

明
治
一
一
一
一
一
年
の
弾
丸
比
較
試
験
に
お
い
て
、
本
邦
釜
石
震
露
崎
聞
が
伊
関
室

グ
レ
ゴ
リ
ニ

l
錦
織
に
釘
し
、
そ
の
性
質
「
室
主
:
異
一
フ
ザ
ル
ノ
之
ナ
ラ

ス
或
ハ
此
ノ
外
園
品
ニ
梢
優
ル
ノ
設
跡
ヲ
得
」
る
に
ん
お
よ
び
以
後
大
阪
砲

兵
工
廠
、
潟
軍
治
兵
阪
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
、
そ
の
他
の
軍
事
工
場
に
お

い
て
外
悶
品
に
か
わ
っ
て
伊
周
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

き
て
以
上
の
よ
う
な
技
術
的
な
成
功
が
、
ご
岡
資
本
王
義
経
慣
を
菅
長

と
す
る
綜
合
的
な
近
代
的
軍
事
力
と
し
て
確
保
健
宗
佑
さ
れ
ふ
花
め
に
は
、

大
規
模
な
沼
代
式
製
織
所
の
成
立
が
紹
劉
的
な
悔
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

軍
事
力
の
整
隔
が
漸
〈
絡
に
つ
舎
は
巳
め
た
明
治
-
=
一
年
、
早
〈
も
陸
溝

第
七
十
一
二
巻

五

四

第
四
説



日
本
畳
間
業
叩
成
世
と
原
料
問
題

軍
部
、
工
部
省
の
迫
暑
に
よ
五
官
営
製
館
前
建
設
建
一
識
が
な
さ
れ
、
ま
だ

二
四
年
の
第
二
一
議
禽
に
は
、
海
阜
省
案
と

L
て
製
鋼
能
力
年
間
三
陸
ン

の
官
笹
製
鎖
所
の
設
立
費
要
求
書
が
提
出
さ
れ
、
一
一
五
年
の
第
一
二
談
合
に

も
再
び
同
巳
案
が
提
出
さ
れ
士
。

L
b
L、
大
周
換
な
足
代
的
州
世
銀
所
は
、
卑
に
軍
事
的
要
求
む
み
に
よ

っ
て
成
立
し
え
な
か
っ
た
。
官
管
制
組
織
所
が
成
立
す
る
た
め
に
は
日
清
戦

争
を
経
過
し
、
日
本
む
産
業
費
木
の
一
般
的
な
成
熱
が
必
要
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
明
治
ご
八
年
、
第
八
議
官
は
‘
は
じ
め
て
製
織
底
堅
EI
定
詩

集
を
可
決
、
翌
二
九
年
三
月
農
商
務
省
の
設
立
案
が
議
曾
を
迫
温
し
、
明

治
三
国
主

I

よ
ち
ゃ
く
八
幡
製
銭
所
の
第
二
時
績
協
が
操
業
を
開
始
す
る
に

至
っ
た
。

か
く

L
て
、
活
代
的
大
規
模
製
館
所
は
、
我
閣
に
お
い
て
は
、
侵
略
践

宇
を
契
機
と
寸
る
一
般
的
な
罪
業
資
本
心
成
黙
を
背
景
と

L
、
政
治
的
に

は
紹
謝
主
義
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
結
合
(
政
府
と
議
官
の
『
妥
協
』

l
結

合
υ
強
化
を
背
景
と
し
更
に
そ
れ
を
促
進
せ
し
め
た
図
際
情
勢
(
帝
国
主

義
段
階
へ
の
保
金
U

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
た
が
、
こ
め
と
と
は
ま

た
誼
に
日
本
に
お
け
る
産
業
費
木
町
確
立
登
展
は
一
世
代
大
規
模
製
儀
所
の

成
立
を
一
つ
の
前
提
と
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。

ω
乙
の
部
分
の
伎
越
は
主
に
小
山
前
掲
書
七
四
八
三
頁
陪
上
る
。

向
山
田
前
掲
書
九
四
瓦
。
耐
と
れ
が
官
替
K
L
て
問
題
視
さ
れ
た
の

は
軍
事
刀
の
確
伸
ー
と
い
ふ
理
由
心
外
に
品
川
多
く
の
湿
由
が
あ
っ
た
。

時
一
に
民
間
大
黄
本
は
額
山
・
拍
八
軍
部
門
等
に
註
出
し
た
に
も
拘
ら

停
七
!
一
ニ
岱

四
匹1

五

四

停
四
抽
出

-
q
、
製
銑
、
製
鋼
部
門
医
は
彼
等
は
手
を
出
さ
な
か
っ
た
。
産
業
資

本
の
設
反
に
伴
う
錨
銅
有
職
入
晴
加

1
需
要
増
加
に
も
拘

b
ず
、
彼

等
が
Z
6
9
v
b

出
さ
な
か
り
た
の
は
官
皆
謹
右
、
中
小
坂
畠
山
経
皆
の
失

敗
圃
又
明
泊
二
四
年
民
皆
日
本
製
錨
曾
枇
の
央
政
に
よ
る
所
も
式
き

い
が
、
や
は
り
闘
税
自
士
一
様
の
喪
決
下
に
お
け
る
安
債
な
外
凪
銑
・

鋼
材
の
座
誼
に
封
す
る
経
皆
不
安
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
製
鍛
畿
の
如
き
大
規
模
な
国
定
安
井
投
下
主
必
要
と
す
る
部

門
に
お
い
て
は
、
安
慣
な
持
働
力
由
競
争
上
に
占
め
る
優
位
性
は
阻

害
さ
れ
、
又
資
本
凹
轄
の
長
期
化
は
商
業
資
本
主
義
的
性
格
の
誤
厚

で
あ
口
た
わ
が
国
筑
本
の
一
厄
砕
す
る
と
と
る
で
あ
ヲ
た
こ
と
も
そ
の

理
由
主
し
て
あ
げ
う
る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
要
因
が
な
け
れ

ば
、
喪
源
の
不
足
だ
け
で
は
揖
由
に
な

b
な
い
だ

b
ぅ
。
何
故
な
与
、

製
銑
に
づ
い
て
は
錯
飯
石
町
職
入
、
製
鋼
に
ヲ
い
て
は
銑
錨
職
入
が

考
え
ら
れ
る
か
ち
で
あ
る
。

同
州
官
皆
目
成
立
そ
り
も
の
が
阻
止
さ
れ
た
の
は
、
財
政
的
理
出
も
る

る
が
、
第
一
一
、
一
一
一
議
舎
に
与
ち
れ
る
よ
う
に
、
藩
閥
政
府
に
釘
ず
る

議
官
(
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
地
主
)
の
反
感
が
あ
っ
止
。
し
か

ι、
ζ

れ

も
司
、
は
り
営
時
の
産
業
費
本
の
未
成
舗
に
よ
る
時
消
費
に
封
ず
る
内

的
必
斡
性
が
未
だ
成
熟
し
て
い
な
か
ヲ
た
貼
、
又
経
済
的
に
安
債
な

輸
入
蛾
銅
剥
に
た
よ
る
方
が
利
益
で
あ
る
貼
が
彼
等
の
意
識
を
規
定

し
た
と
4

と
は
看
過
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
悶
陳
情
勢
町

並
員
、
日
清
戦
宇
お
よ
び
芦
業
資
本
目
成
熟
と
い
う
三
づ
の
契
機
U
F



要
請
さ
れ
る
わ
け
々
の
で
あ
る
。
情
後
注
目
九
頁
上
欄
註
凶
参
照
。

し
か
L
軍
事
的
促
迫
が
常
に
鍛
鋼
業
建
設
の
術
商
に
押
し
出
さ
れ
た
こ

と
は
前
詑
一
三
年
・
三
四
年
二
一
五
年
の
建
議
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
で

あ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
二
九
年
の
官
営
盤
強
肝
設
?
案
(
第
九
議
官
u
に

お
い
て
も
目
立
議
争
を
契
機
と
し
て
張
く
打
ち
出
寄
れ
て
い
る
こ
と
去

の
立
案
説
明
書
に
よ
フ
て
も
明
か
で
あ
る
。

「
軍
事
上
並
に
工
業
上
製
織
所
の
必
要
を
感
ず
る
こ
と
既
に
久

L
、
然

り
而
し
て
今
日
は
既
に
共
の
極
に
撞
せ
り
、
昨
年
末
殊
に
織
材
の
需
要

其
の
裁
が
滑
加
し
、
之
が
不
足
を
告
ぐ
る
事
態
々
念
な
り
、
何
向
夜
軍

備
上
の
需
要
、
工
業
上
の
用
換
並
び
に
其
の
必
嬰
を
長
ず
る
事
一
層
大

な
る
可
し
、

A
7
に
し
て
内
閣
に
製
織
所
を
起
さ
ざ
れ
ば
儲
に
悶
財
の
外

部
高
L
き
の
み
な
ら
ず
、
目
下
急
務
た
る
軍
備
の
濁
立
を
計
ち
ん
と
す

る
も
到
底
得
る
を
室
む
可
か
ら
ず
、
不
幸
に
し
て
一
朝
事
あ
る
日
に
際

L
内
ピ
供
給
の
逸
な
く
、
舛
に
隣
状
の
使
た
き
と
き
は
、
幾
多
の
軍
服
製

生
所
教
多
の
兵
器
製
造
肝
あ
る
も
、
我
に
於
い
て
怨
材
を
う
る
の
由
な

き
痛
め
に
至
大
の
困
難
に
陥
る
や
必
然
な
り
、
故
に
軍
備
を
完
全
な
ら

し
め
ん
と
せ
ば
須
ら
く
先
ず
撲
の
根
本
た
る
製
織
業
を
起
す
可
し
是
恥

軍
備
強
援
の
企
宗
と
共
に
製
織
所
設
立
案
を
提
出
す
る
所
以
な
り
」
日
。

川
明
治
二
二
年
の
=
一
省
主
何
点
議
は
衣
の
如
〈
の
べ
て
い
る
。

「
約
織
の
用
た
る
豆
大
陀
し
て
恰
峰
。
機
関
大
小
砲
よ
す
高
般
の

製
誼
描
械
陀
亘
る
ま
で
欄
ね
錨
製
に
わ
ら
ず
る
は
な
L
。
而
し
て

日
本
錨
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
題

本
邦
産
鑑
丘
両
む
と
踏
製
舗
の
業
宋
だ
開
け
ざ
る
を
以
て
之
に
供

ナ
る
奥
は

f
云
々
」
(
日
本
錯
鋼
史
明
治
箱
一
六
九
頁
)

ま
た
明
治
二
四
年
の
第
二
議
舎
に
提
出
さ
れ
た
製
撞
所
設
立
費
要

求
書
説
明
は
J

去
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
錨
は
工
業
の
母
、
議
圏
内
某
礎
な
り
・
凡
そ
園
の
潤
立
を
輩
固

に
せ
ん
と
せ
ば
軍
艦
兵
器
。
製
造
を
潤
立
せ

L
h
f
る
べ
か
ら
f

る
な
り
、
軍
艦
兵
蒋
位
皆
錨
材
工

P
成
る
一
耳
一
耳
」
(
同
上
一
九
二

三
頁
)

凶
こ
の
嘗
時
か
b
軍
事
的
目
的
に
偏
せ
ず
、
殖
産
興
業
的
見
地
も

強
〈
出
て
〈
る
。
た
と
え
ば
そ
の
所
管
が
海
軍
省
か
ら
農
商
諦
省

に
移
さ
れ
て
を
る
こ
と
は
注
目
す
「
き
で
あ
る
z
ヮ
。
こ
れ
は
早
に

政
府
白
、
議
脅
の
先
案
否
決
に
封
ず
る
妥
協
策
K
L
て
の
意
味
だ

け
で
は
あ
り
え
な
い
。

ゆ
雷
、
一
部
耐
治
「
本
邦
錨
鋼
業
み
闘
精
」

C
ニ
O
l
一
頁
)

以
上
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
八
幡
の
成
立
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の

軍
事
機
構

1
キ
イ
産
業
が
二
躍
そ
の
裳
礎
を
陣
立
し
た
と
い
う
常
義
を
も

つ
も
り
で
、
産
業
副
賞
木
の
確
立
に
伴
う
樫
済
的
要
求
と
共
に
常
に
軍
事
的

要
請
が
先
行
優
越
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
ら
ぬ
。
円
曲
初

穂
算
四
O
九
首
園
、
事
業
完
成
起
に
二
千
高
固
(
ζ

の
う
ち
に
は
日
清
噛
争

の
賠
償
金
主
り
の
支
出
主
八
高
図
を
も
合
U
U
を
費
し
た
官
笹
八
幡
製
鍋

所
は
、
明
治
三
四
年
二
月
操
業
を
開
始
し
た
。
宮
時
の
八
幡
白
地
位
に
つ

い
て
み
る
と
第
一
表
の
ど
と
く
で
あ
る
。

第
七
十
三
巻

五
五

事
四
盟

四
三正



目
本
錨
鋼
業
の
成
立
主
原
料
問
題

第
七
十
三
巷

二
五
六

揮
四
韓

四
六

一
川
流
出
削
日
ー
刊
行
じ

y
-
n一

1
1
L
j一

-i「
什
一
件
一
一
i
I
l
l
i
-
-い
子
同
ド
一

閥

的

生

暗

一

五

七

一

六

一

一

zo--六

八

六

O
一

七

九

一

七

一

一

一

一

引
に
山
円

-f市
川
出
川
口
引
門
出

4自
芽多
J 

以
上
に
よ
っ
て
八
幡
製
鍛
所
の
関
内
生
産
上
に
し
め
る
地
位
の
区
倒
的

比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
吃
れ
に
も
ま
し
て
重
要
な
こ
と
は

第
二
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
明
治
三
四
年
(
八
幡
の
操
業
開
始
的
年
〉
を

契
艇
と
L
て
日
本
の
銑
鍛
生
産
高
が
総
入
高
を
突
破
す
る
に
到
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
〉
つ
な
指
摘
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
八
幡
の
成
立

に
よ
っ
て
日
木
織
鋼
業
の
基
慌
が
確
立
せ
ら
れ
た
ー
と
い
う
こ
と
が
出
京
る
。

し
か
L
そ
れ
は
、
日
本
鍛
鋼
業
む
基
礎
確
立
で
は
あ
っ
て
も
、
日
本
銀

鋼
業
そ
の
も
の
の
確
立
で
は
な
か
っ
た
ョ
た
と
え
ば
消
費
財
宝
歪
の
巾
心

部
門
た
る
綿
業
擁
立
狙
程
の
指
棋
と
さ
れ
る
綿
糸
・
綿
布
生
意
商
の
職
ス

市
突
破
は
綿
糸
に
つ
い
て
明
治
二
三
年
ハ
一
八
九
O
)
綿
布
に
つ
い
て
明

治
一
八
年
ー
ハ
一
八
八
王
)
に
夫
A

達
成
せ
ら
れ
た
の
に
比
べ
て
銑
畿
に
つ

い
て
は
前
述
の
ご
と
く
明
治
=
一
四
年
ハ
一
九
O
一
〕
で
あ
り
、
鋼
材
に
到

つ
て
は
速
く
大
正
十
四
年
(
↑
九
二
五
)
で
あ
る
。
(
弗
三
表
)
か
〈
て

]
般
に
日
本
に
お
け
る
産
業
資
本
の
限
立
期
と
い
わ
れ
る
明
治
=
一

0
年
代

に
よ
う
や
く
設
足
し
た
日
本
銀
釧
莱
は
三

O
牛
代
の
八
幡
の
相
つ
ぐ
損
張

と
、
三
回
年
の
住
友
財
閥
の
日
本
鋳
鋼
所
買
収
(
財
閥
の
製
鋭
部
門
晶
出

の
鴨
長
U

日
探
勝
苧
、
=
一
八
年
の
神
戸
製
鋼
所
の
成
立
等
を
へ
て
、
明
治

四
0
年
代
に
い
た
り
、
日
五
製
鋼
所
(
凹
O
年
)
橋
西
製
織
所
〔
回
二
年
)
、

日
木
鋼
管
ハ
四
五
年
)
、
さ
ら
に
は
満
州
の
草
渓
湖
煤
鎖
公
司
〔
四
凹
年
)



等
白
一
興
起
を
見
、
こ
れ
ら
民
間
鎚
鋼
業
の
生
局
を
直
接
的
前
史
と
し
つ
つ

第
一
次
γ

ハ
戦
期
に
い
た
っ
て
確

t
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第 z量銑錯生青及てF職人笠間佼トシ〕
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塑旦三豊

-
早
期
締
鋼
業
と
内
地
織
額
右
の
結
合

明
治
む
は
じ
め
、
日
木
の
儲
鉱
資
源
に
つ
い
て
は
殆
ん

E
調
査
が
存
わ

れ
て
お
ら
ず
、
従
ワ
て
そ
の
資
制
酬
が
一
盟
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
臨

に
つ
い
て
も
想
惚
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ

t
o
し
か
し
-
般
に
は

首
時
わ
が
閣
に
は
錨
鎖
事
件
原
は
皇
宮
に
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
ろ
で
あ
E
。
た
と
え
ば
明
治
七
年
益
右
官
管
を
事
議
し
た
鏑
山
懐
孤

吉
井
宰
は
「
友
邦
は
建
織
に
富
め
る
を
以
て
そ
の
採
製
心
術
を
得
ぼ
腐
り

日
車
輯
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
題

第 4読 を銑山程なと(にホ内
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第
七
十
三
省

二
五
七

四
七

第
四
曹



日
本
鑓
鋼
業
の
成
立
と
康
科
問
題

明
治
一
七
年
前
後
に
土
「
総
入
織
に
艮
倒
せ
ら
れ
て
経
営
苦
だ
困
問
問
」
と

叫

一

湘

一

山

一

間

一

竺

州

一

間

豆

附

一

叫

「

当

竺

頁

長

一

一

一

一

一

一

一

一

一

-

町

と

F

一

入

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

稿

乙

日

一

議

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

泊

の

Z
U一

同

「

叫

一

山

一

刈

一

寸

司

副

司

吋

司

一

耕

一

山

一

和

側

一

一

一

一

ー

っ

一

一

F

i

a

t

つ
一
糊
日

悼

一

正

(

一

一

一

一

一

一

一

一

本

誌

吋

一

「

I
l
l
-

一

|

|

「

「

L
1
「
|
「
|
一
日
苛

F
…
一
主
年
一
年
一
年
年
一
年
一
年
一
年
一
年
一
年
一
↑

表
一
一
山
一
日
一

E
m
u
-白
土

町

一

日

E
7

間

一

一

山

下

了

7
H
7
…

"
7
7
7
一附

い
う
状
態
を
一
ポ
し
て
い
た
。
然
し
、
営
時
潟
革
法
統
に
悶
震
伐
旧
艇
の
利
用

を
阿
一
万
L
て
お
り
、

L
か
も
図
内
の
殆
ど
唯
一
の
銑
償
供
給
源
た
る
釜
石

の
綿
告
が
困
問
を
き
わ
め
C
い
た
の
で
、
砂
銭
精
鋭
は
海
軍
造
兵
廠
、
横

須
賀
潟
軍
工
廠
等
と
結
ん
で
、
二

0
年
代
前
半
迄
託
代
式
高
山
阻
精
錬
と
針

抗
L
え
た
が
、
釜
十
相
の
技
術
的
、
極
笹
的
確
立
と
と
も
に
、
生
産
の
絶
封

量
も
減
少
に
鵠
じ
一
二

0
年
代
以
降
は
特
殊
的
官
官
需
業
分
野
に
駆
逐
さ
れ

る
υ

間
向
島
剣
山
も
三
七
年
込
は
廷
に
民
間
に
羽
下
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

川
前
掲
「
日
本
錨
剣
且
」
明
治
活
九
一
一
A
。

ω
同
一
六
九
貰
。

凶
杉
村
女
郎
「
日
本
の
鎖
業
」
(
口
本
航
諜
脅
誌
明
治
一
一

O
年
丸
月
〕

凶
前
掲
「
日
本
鎖
倒
史
」
に
よ
れ
げ
銑
錨
は
鏑
錨
の
巧
J
L
ζ

い
ろ
の
が
首

時
和
臨
の
的
問
持
差
で
あ
る
が
第
王
表
に
よ
れ
ば
海
外
銑
は
和
輯
(
い
錬

策
七
十
三
巻

二
五
九

第
四
曹

四
八

鍛
一
)
の
一
五

t
d川
正
い
う
割
安
を
一
ー
し
て
い
る
。

回
「
明
拍
工
業
史
」
臨
鋼
筒
五
大
頁
、
伺
輸
入
銑
の
和
錨
医
封
す
る

座
倒
的
な
頭
hm
は
関
税
自
主
粧
の
喪
失
正
共
に
ζ

の
場
合
理
担
展
段
階

白
岩
旧
共
が
決
定
的
原
因
で
あ
り
た
と
い
え
る
。

ゆ
「
明
治
工
業
山
ご
和
ょ
が
鏑
山
同
調
く
り
「
中
園
砂
錨
製
鯨
高
表
L

の
統
計
を
併
せ
考
え
る
k
、
中
間
砂
錨
製
鋼
高
は
吾
種
銑
・
銅
を
合

計
し
て
明
治
年
間
医
お
い
て
二
一
年
の
一
高
八
千
ト
ン
が
最
大
で
あ

ち
二
四
年
以
後
激
減
す
る
。
な
を
ご
一
一
Z
牛
は
前
記
「
釜
右
鋳
輔
自
グ

レ
ゴ

U
J
4
1
時
銭
凌
駕
」
円
年
で
あ
り
釜
石
商
舗
の
技
術
的
優
位
と

中
国
砂
錨
の
衰
退
の
相
闘
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
明
治
二

0
年
代
に
お
い
て
、
和
学
u砂
織
矯
錬
法
が
洋
銭
・

1
同
協
同
制
傾
注
に
対
し
て
捕
抗
し
敗
退
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま

ず
第
一
に
、
一
一
他
日
木
に
お
け
る
近
代
的
餓
鋼
業
の
議
ス
1
接
置
創
出
そ

の
も
の
を
示
す
ハ
古
車
内
生
産
方
法
の
強
度
円
上
に
近
代
的
生
産
方
法
が

開
花
す
る
と
い
う
形
を
と
づ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
U

も
の
と
し
て
、

第
二
に
、
そ
白
土
ろ
な
織
ス

1
数
置
創
出
描
程
に
お
い
て
園
内
針
抗
者
が

厨
逐
さ
れ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
さ
ら
に
第
三
に
、
原
料
問
題
に
お

い
て
醤
時
我
悶
の
織
鋼
原
糾
の
大
部
分
を
占
め
た
砂
鎖
資
源
が
放
棄
さ
れ
、

寸
借
鼠
出
(
錨
鏡
石
)
資
源
仏
Ad
へ
の
移
行
を
一
目
す
も
の
と
し
て
、
重
要

で
丸
る
。
こ
れ
を
、
消
費
財
生
産
部
門
の
代
表
た
る
紡
占
開
業
と
比
較
す
る

と
、
と
の
温
理
は
「
外
・
ヒ
か

b
」
の
力
に
溜
L
「
内
・
下
か
ら
」
の
力

が
針
抗
す
る
と
い
う
震
味
に
お
い
て
、
紡
農
業
に
お
け
る
「
ガ
ラ
紡
」
の



準
出
お
よ
び
敗
退
。
過
程
ハ
明
治
一

O

I
一一
O
年
の
交
〉
と
類
似
し
て

い
る

L
、
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
ら
砂
織
精
錬
法
が
三

0
年
代
以
降
安
衆
製

鋼
所
、
本
子
制
鋼
所
等
と
な
っ
て
出
現
し
、
庖
丁
館
、
玉
鍛
等
、
酸
性
一
品

沼
周
お
よ
び
市
塙
慨
府
原
料
町
あ
る
い
は
可
鍛
錆
鍍
用
木
茨
白
鋭
お
よ
び

工
具
用
銀
錬
等
、
少
量
む
技
術
的
優
秀
品
を
作
る
特
殊
分
野
へ
と
賄
蓬
す

る
と
い
う
献
に
お
い
て
も
、
「
機
械
紡
誌
の
興
隆
に
よ
っ
て
、
其
の

存
在
性
格
を
礎
質
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
ぎ
プ
紡
と
類
似
し
て
い
る
。

け
れ
ど
も
一
問
者
の
技
術
水
準
は
相
還
し
て
い
た
。
寸
な
わ
ち
「
ガ
ラ
紡
」

は
、
奮
来
の
生
産
方
法
の
上
に
新
た
な
技
術
を
添
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た

の
に
艶
し
、
砂
織
生
産
方
法
は
新
た
な
技
術
を
自
ら
の
よ
に
生
み
出
す
前

に
、
早
く
も
敗
走
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
三

OL年
代
後
中
よ
り
原
料
問
題
は
二
阻
砂
鍛
や
離
れ
た
。
問

題
は
鍛
鏡
石
へ
と
移
る
。

ω
名
和
統
一
「
日
本
前
置
業
の
克
的
分
析
」
一
四
ニ
頁
。

問
明
拍
工
業
史
錨
銅
鰐
は
次
の
如
〈
の
叫
て
い
る
。
「
砂
錨
を
原
料

と
ナ
る
製
銑
蝿
は
依
然
と
し
て
在
日
套
を
脆
せ
ず
、
唯
幾
分
の
改
良
と

し
て
見
る
べ
き
は
柑
蹴
丈
を
高
く
し
、
替
輸
を
鹿
L

『
ト
ロ
シ
プ
』

若
〈
は
旋
風
機
を
使
用
せ
L
も
の
あ
る
に
止
ま
り
世
の
準
合
1
ζ

相
伴

は
ざ
る
こ
と
質
に
甚
だ
し
か

p
き
。
」
ハ
六
一
瓦
)

と
こ
ろ
で
、
砂
餓
を
除
い
た
場
合
、
我
閤
D
銭
鍍
資
掘
は
堕
笛
で
あ
る

と
い
え
た
せ
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
日
本
に
お
け
る
折
代
的
洋
式
精
錬
法
は
、
八
幡
製
鍛
所
の

日
本
錨
鋼
業
の
成
立
k
原
料
問
題

成
立
ま
で
殆
E
釜
石
に
お
い
七
の
み
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
釜
石
鏡

石
自
治
の
基
礎
心
上
に
す
一
っ
て
い
た
。

L
か
し
そ
の
罷
告
は
創
設
以
来
困

挽
を
き
わ
め
、
一
一
ハ
年
に
は
一
時
そ
の
操
業
が
中
止
さ
れ
た
。
ハ
中
小
坂

は
十
五
年
中
止
紳
下
げ
υ
そ
し
て
こ
白
操
業
中
止
の
理
由
の
最
丈
な
も
の

と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
繊
資
源
の
紙
乏
で
J

め
っ
た
。
す
な

わ
ち
明
治
一
六
年
に
は
釜
石
紬
明
石
町
全
埋
賊
量
は
一
一
一
一
高
↑

ν
に
温
ぎ
な

い
と
の
調
査
(
エ
部
地
タ
技
長
伊
藤
閥
女
郎
報
告
)
が
時
間
表
さ
れ
、
官
時
の

わ
が
閣
の
繊
細
業
設
展
に
謝
す
る
悲
翻
読
め
宣
要
な
根
擦
と
な
っ
て
い
た
。

-
方
‘
軍
部
は
早
く
か
ら
鎚
鋼
日
給
を
斗
n
霊
L
1
明
治
二
ニ
年
に
は
す

で
に
工
部
省
と
合
同
で
製
銭
所
官
管
麗
識
を
大
政
H
に
呈
出
し
て
い
た
が
、

ち
ら
に
議
曾
の
開
設
と
共
に
明
治
二
四
年
の
第
ご
議
舎
、
一
一
五
年
の
第
一
二

議
曾
に
栴
軍
省
所
轄
製
鋼
所
案
を
呈
出
し
た
。
(
既
連
)
議
曾
(
最
議
院
)

は
い
ず
れ
も
こ
れ
を
否
決
し
た
が
、
そ
の
最
も
表
団
的
な
理
由
が
士
た
、

原
制
部
査
の
不
充
分
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
が
。

こ
の
よ
う
に
、
早
期

l
八
幡
成
立
ま
で
の
餓
鋼
業
に
と
っ
て
最
大
の
問

題
で
あ
ワ
た
の
は
、
原
料
資
源
の
紋
乏
と
調
査
不
充
分
と
い
ち
こ
と
で
あ

っ
た
。
さ
れ
ば
政
府
は
第
三
一
議
曾
絡
了
後
製
鋼
事
業
調
査
曾
を
設
置
し
、

原
料
資
加
の
調
査
に
憎
ら
し
め
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
季
員
曾
は
、
釜
石

(
銑
孟
一
、
四
0
0誌
ト
ン
〉
の
ほ
か
、
新
潟
廓
赤
谷
ハ
鎖
量
三
七
前
向
ト

ン
)
岩
手
間
開
仙
人
山
ハ
同
八
四
国
ト
シ
)
北
海
道
白
砂
織
ハ
同
四
O
H向ト

ン
)
等
が
あ
り
、
こ
れ
の
み
で
も
銑
銭
最
小
七
三
六
寓
ト
シ
以
上
そ
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
の
み
な
ら
ず
宮
だ
測
定
せ
ざ
る
も
鎚
弱
多
量
に

部
七
十
一
ニ
巻

三王

ブL

帯
四
鵠

固
丸



日
本
蹴
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
魁

産
す
る
見
込
わ
一
個
所
も
少
く
な
い
か
ら
「
杭
脳
宣
の
献
を
悲
観
す
る
必
要
は

な
い
と
い
う
復
由
主
い
を
呈
出
し
た
。

品
く
し
て
、
こ
む
よ
ろ
な
原
糾
調
杏
の
主
に
た
っ
て
き
ら
に
「
製
釘
J

広

び
製
鋼
の
試
験
」
つ
判
官
餓
所
の
組
織
」
等
の
利
査
を
か
さ
ね
.
あ
ら
た
め

て
政
府
目
、
官
時
宮
必
鍛
所
設
置
案
全
保
出
し
た
ロ
二
九
年
三
月
に
は
乙
れ

が
喋
一
一
前
院
を
通
池
L
、
と
こ
に
懸
築
の
官
皆
製
鍛
所
の
設
立
が
確
定
を
み

る
に
至
っ
た
需
で
あ
る
が
、
原
料
問
題
は
、
以
上
に
み
士
ご
よ
り
¥
こ
の
間

を
誕
じ
て
、
「
製
織
所
問
題
の
死
命
を
孟
右
し
た
章
一
理
論
心
事
」
だ
一
口
た

の
で
あ
る
。

ω
「
臨
業
の
理
由
と
し
て
官
時
政
府
の
盛
明
せ

L
所
に
依
れ
ば
韮
石

銀
山
の
蹴
艇
は
地
蔵
U
A
但
少
に

L
て
飯
石
昧
乏
を
告
げ
た
り
を
一
式
止

に
あ
り
さ
」
ハ
明
治
工
業
虫
館
餌
縞
八
八
貰
)
釜
石
は
の
ち
明
拍
一

八
年
よ
り
日
中
長
兵
揺
に
柿
下
げ
p
p
れ
た
。

ω
首
時
議
舎
が
反
封
し
た
の
は
中
は
り
そ
の
根
抵
に
先
罰
せ
る
如
く

製
鉄
所
匙
設
の
必
然
性
が
十
分
意
識
さ
れ
な
ト
っ
た
と
い
う
の
が
根

本
的
理
由
で
あ
る
が
、
し
か
も
こ
の
期
は
二
三
年
の
恐
慌
後
の
詑
滞

却
の
極
に
あ
り
、
一
般
的
必
需
喪
の
縮
歩
期
(
ζ

れ
は
常
然
舗
に
酎

寸
る
要
求
に
う
い
て
も
い
え
る
)
に
あ
っ
た
こ

E
も
又
看
池

c
る
べ

き
で
な
い
ー
だ
ろ
p
h
f

。
だ
か
b
二
五
年
以
後
の
畳
紙
回
復
・
日
清
職
事

を
へ
た
る
二
一
八
今
の
第
八
議
官
で
は
裁
議
院
自

b
官
阻
官
製
鈎
川
の
設

立
の
建
誌
を
可
決
し
て
い
る
。
ハ
明
治
工
業
且
輯
銅
鰐
一
四
三
頁
)
前

議
官
と
政
府
の
官
時
に
お
け
る
抗
争
ー
と
妥
協
の
迅
桂
に
つ
い
て
は
信

事
七
十
三
巻

夫
泊
三
郎
「
明
泊
政
尚
昆
」
周
早
八
十
二
「
日
本
財
政
論
」
参
照
の
ζ
k
Q

ω
製
鋼
事
業
調
査
復
申
書
崎
市
一
蹴
「
制
封
鎖
原
料
の
調
査
」
(
伊
藤
博

丈
綱
「
臨
菩
開
纂
」
所
欣
)
前
掲
明
尚
篤
一
二
八
頁
以
下
に
記
載
。

ω
同
上
三
一
七
頁

き
て
、
そ
れ
で
は
か
く
し
て
成
立

L
h凡
幡
製
鎖
所
む
原
料
開
闘
は
ど

ち
で
あ
っ
た
か
。
元
来
八
幡
民
立
ま
で
の
日
本
鍋
鋼
業
は
内
地
銀
鏡
石
と

結
合
L
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
ほ
決
し
て
日
本
儲
銅
誕
の
濁
立

化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
銑
鎖
、
鋼
材
の
生
憲
高
総

一

:

j

9

2

7

5

9

4

2

0

2

2

〉

一

一

却

材

一

一

'

品

泊

A
m出
品
印
川
山
町
山
品
開
山
岬
抱
一
一
軒
成
ず

、
(
一
直
一
切
司
一
一
引
回
国
団
出
的
mu
引

m
m
m岨
一
多
作
ま

い
い
一
読
鋼
一
日
制
的
札
曲
一

1
1
区

2
1
2
一
る
り
合

唱
一
入

1

5

5

6

4

「

I

l

l

i

-

-

;

叩
一
し
漏
出
比
比
明
日
町
一
一
山
由
訓

m
m…
川
町
一
雌
組
組
制
調
一
酌
い
い
臨

畳
一
昨
純
一
品
問
一
ー
一
一

9
m四
一
口
沼
田
町
出
担
臼
町
田
↑
に
表
故

地
下
四
川
河

7
l
L

一
年
及

二]割羽目一時瑚同

研

一

帯

一

一

一

U
L
L
L
U
L
L
L

一
『
図
K

2
一
一
嗣
一

4
6
3
7
一

一

』

升

中

一

査

一

じ

い

一

回

目

別

国

一

ー

ー

一

史

本

材

由
一
言
訂
出

4
5日
以

汀

川

l
制
川
知
倒
叫
貯

ω沼
山
一
挙
日
鋼

生
一
生
一

F
Q

一

F

一
:
一
帯

M
H
H
U叫
U
叫ん

ι
日

ν似
出
一
丁
天
び

竺

l
E
l
一!日八日日円一口

-U

一
一
年
年
年
年
一
年
長
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
一
[
料
調

時

一

一

一

一

山

田

泊

一

m
m
m
v
b
m
u
m均
一
訂
沼
田
一

1

5

第
一

1
F
1
7
N
H
H
W
H
H
H
H
H
H
H

一僻

三
大

O

持
四
時
四

主
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ス
高
の
統
計
一
ハ
第
六
表
)
に
一
ポ
さ
れ
る
如
く
、
園
内
生
産
は
総
入
の
間
隙

を
縫
っ
て
細
々
と
綿
け
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
欧
米
資
本
主
義

闘
の
市
場
と

L
て
む
位
置
1
ヰ
植
民
地
的
吠
態
を
表
現
す
る
も
の
で
さ
え

あ
っ
た
。
官
此
官
製
ぬ
厨
の
建
設
は
か
か
る
吠
強
か
ら
の
脱
却
の
試
み
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
原
料
基
盤
ば
情
初
依
然
と
し
て
内
地
餓
鎖
石
に
も

と
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
先
自
の
政
府
調
直
に
も
み
ら
れ
る
如
く
あ
く

ま
で
原
料
墓
地
を
関
内
的
に
解
決
せ
ん
と
す
る
軍
事
的
目
的
に
出
る
も
の

で
あ
っ
ム
。
も
ヲ
と
も
州
封
鎖
所
は
最
初
心
計
責
で
は
製
鋼
隔
世
証
一
部
門
に
軍

靴
が
お
か
か
、
銑
織
は
料
開
銅
ぱ
斜
土

L
て
の
特
殊
な
性
分
の
も
の
を
自

給
L
ハ
そ
の
他
は
盆
石
等
の
民
間
縄
経
に
任
せ
た
し
京
向
を
も
っ
て
い
た

か
ら
、
原
料
鍛
鉱
石
の
問
題
は
製
織
所
経
仲
ゃ
い
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ

ほ
ど
百
抜
的
で
は
な
か
っ
た
G

し
か
L
途
中
か
ら
圏
内
一
一
需
要
の
増
加
に
よ

り
計
誌
が
綬
更
さ
れ
、
平
協
は
初
論
、
商
蹴
能
力
は
い
ふ
り
V

り
る
L
く柿

m
x

さ
れ
完
全
{
な
銑
銅
一
賞
作
業
と
な
っ
た
た
め
原
料
昨
明
石
問
題
は
直
接
的
な

重
大
問
題
と
な
っ
た
c

そ
こ
で
第
二
代
製
鍛
所
長
官
和
田
維
四
郎
は
改
め

て
主
石
・
仙
人
山
等
の
調
査
を
命
じ

t
れ
を
民
政
す
る
計
置
を
た
て
た
が

所
有
岩
の
担
否
に
脅
い
、
た
花
釜
石
鉱
山
か
ら
毎
年
-
定
量
の
鉱
石
町
民

ス
れ
を
め
京
す
る
に
自
由
ま
っ
た
。
そ
こ
で
ま
史
未
開
訟
の
一
赤
谷
と
果
、
ウ
円
取

を
買
収
開
設
す
る
叫
品
百
を
た
て
、
雨
鏡
石
を
再
調
査
し
、
=
一
一
一
年
赤
谷
主

民
政

L
、
畳
屋
一

O
為
ト
ン
め
計
課
で
百
富
国
の
費
問
を
技
じ
て
開
般
に

電
子
し
た
。

L
か
L
釧
質
、
採
掘
方
法
、
運
搬
設
備
噂
で
誤
算
を
生
じ
開

設
は
ご
頓
挫
し
、
高
随
筏
業
に
間
に
合
わ
な
か
っ

t
q

日
本
館
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
題

か
く
し
て
鎚
錨
石
の
園
内
確
保
比
操
業
以
前
に
早
〈
も
難
関
に
乗
り
L

げ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
か
か
る
事
態
を
契
機
と

L
て
閣
内
開
設
方
針
を
一

繍
し
、
早
く
も
「
様
へ
」
の
夜
間
以
態
勢
を
と
と
の
え
る
に
到
る
の
で
あ
る
。

そ
の
傑
件
は
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
既
に
興
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

り
、
か
か
る
原
料
鍬
飯
石
の
権
保
膨
態
は
後
の
日
式
微
鋼
業
の
設
展
形
態

を
確
定
す
る
の
で

ιる
。
そ
れ
仙
寺
ふ
た
園
内
餓
鮪
資
源
開
議
調
査
・
按
術

の
放
明
記
者
意
味
し
、
間
風
の
も
っ
と
も
安
易
な
沼
へ
の
出
援
貼
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
叉
そ
わ
が
問
隣
抽
出
格
筏
宇
上
の
制
約
に
よ
っ
て
腐
ら
さ
れ
た

こ
と
も
い
V

な
み
が
た
い
事
宜
で
あ
っ

t
o
そ
L
て
鎖
鋼
業
は
己
こ
に
白
木

帝
悶
、
子
義
植
民
政
由
民
の
集
中
的
表
現
と

L
ヤ
の
自
己
を
露
呈
L
始
め
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
衣
稿
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ω
前
の
二
四
・
二
五
年
の
製
錨
所
計
設
は
製
鋼
・
盤
延
に
重
鮎
を
お

き
阿
料
た
る
鈍
掛
は
と
れ
を
輸
入
に
上
っ
て
ま
か
な
う
「
と
い
う
も
の

で
あ
ヲ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
主
で
銑
錨
輸
入
の
檎
制
を
日
む
と
す
る

も
の
で
な
く
、
製
鋼
業
の
匙
設
に
よ
り
銑
錨
需
要
市
場
を
作
り
そ
れ

に
よ
り
て
民
間
業
事
に
よ
ゐ
探
鉱
ハ
資
源
前
夜
)
・
開
謎
が
行
わ
れ

る
と
い
う
見
晶
し
を
も
づ
て
の
、
い
わ
ば
、
そ
の
た
め
の
先
行
的
匙

設
唱
と
い
う
意
味
を
も
ヲ
も
山
で
あ
っ
た
。
(
日
平
鍋
鋼
且
一
九
三
一
頁

「
製
蛸
所
設
立
究
叫
ん
求
守
説
明
」

)ω
第
九
恥
官
設
立
換
算
案
説
別

主
パ
富
永
耐
M
M

・
本
部
酪
鋼
業
と
防
相
一
一
二
瓦
記
載
)
参
照
胸
部

谷
拡
そ
の
後
明
治
三
五
年
約
五
高
闘
の
赤
字
が
報
告
さ
れ
一
方
孫

ケ
毅
の
方
は
開
設
に
諸
手
さ
れ
ず
放
嘆
さ
れ
た
。

第
七
十
三
巻

」
ノ、

第
四
蛇
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